
社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

できる福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。
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「夢・咲き福ちゃん」

社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

題字：障がい者の自立のための生活・作業訓練等を行っている
　　　「なぎさ作業所」利用者の皆さん（６人による合作）
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「夢・咲き福ちゃん」

年齢も経験もさまざまで、いろいろな考え方をもつ人が集まって構成される

地域社会。

社会福祉協議会では、こうした社会でも人と人がつながるような活動を進めて

きました。

今、コロナ禍だからといって何もしないと、築いてきたつながりが衰えて

しまいます。コロナと向き合い、住民同士がつながる活動をゆるやかにでも

進めていく。

社協会費は、このような活動のために使われます。

趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

「つながりたい」「つながりたい」 社協会費

一般会費
住民の皆さんが主体となった活動を進める

ための「きっかけ」となるよう、各世帯や

個人にご加入いただいています。

年額一口 400円

特別会費
【個人】年額一口 1,000 円
【福祉施設・団体】年額一口 3,000 円
社協活動に関心のある個人、社会福祉施設や

団体にご加入いただいています。

賛助会費
【会社や個人】年額一口 3,000 円
社協活動に賛同され、より充実した活動の

継続を願う会社や個人にご加入いただいて

います。

社協会費は地域での活動の貴重な財源となるよう、

ご協力いただいた金額の約 70％を地区社会福祉協議会

（地区社協）の運営や活動費として活用しています。

残りの約 30％は市社会福祉協議会で全市的に行う

地域福祉活動のために活用しています。

皆さんが会員となることで、支え合いや助け合いが

できる地域社会づくりが進められます。

※会費は地区社協の役員さんを通じて、加入を

募らせていただいています。

地区社協の活動については２ページをご覧ください。

70％
各地区の地域福祉活動に各地区の地域福祉活動に

令和 4年度に納められた金額
2,362 万 2,600 円

一般会費
1,991 万 4,800 円

特別会費
164万9,800円

【福祉施設・団体】年額一口 3,000 円
社協活動に関心のある個人、社会福祉施設や

【会社や個人】年額一口 3,000 円
社協活動に賛同され、より充実した活動の

継続を願う会社や個人にご加入いただいて

しまいます。コロナと向き合い、住民同士がつながる活動をゆるやかにでも

社協会費は、このような活動のために使われます。

趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

令和 4年度に納められた金額
2,362 万 2,600 円2,362 万 2,600 円

一般会費
1,991 万 4,800 円1,991 万 4,800 円

その想いを形にするその想いを形にする

賛助会費
205万8,000円



ホームページはホームページは

https://www.shinkin.co.jp/sagami/

地域のみなさまと豊かな未来へ

私たちは、地元でがんばる人たちにエールを送ります。

地区社会福祉協議会
みんなでつくる
安心して暮らせる小田原のために

予算総額  3億 8,372万 9 千円

●地域福祉活動計画の推進●地域福祉活動計画の推進

●会員の加入促進に向けた取り組み●会員の加入促進に向けた取り組み

●地区社協の支援・連携強化●地区社協の支援・連携強化

●支え合いの体制づくりの推進●支え合いの体制づくりの推進

地区社協などと一緒に

●ボランティア活動の充実●ボランティア活動の充実

●介護保険事業等の運営●介護保険事業等の運営

●総合相談体制の推進●総合相談体制の推進

●成年後見制度の利用促進●成年後見制度の利用促進

全市的に

見守り活動や高齢者などを対象とした昼食会や

配食活動。ご近所さんと知り合える機会にもなる

サロン活動。ゴミ出しなどのちょっとしたこと

ができなくて困っている人を近隣の力で支える

生活応援隊など。

これらの活動を、地区社協と一緒に進めていき

ます。

ボランティアセンターや介護

サービスセンターといった既存

事業の充実をめざすとともに、

単独の相談支援機関だけでは

対応できない「さまざまな問題

を抱える世帯」「制度の狭間の

問題」に多くの機関と協働して

問題解決に向けて取り組んでいき

ます。

また、成年後見制度の利用促進

に向けては、本市にふさわしい

体制づくりを進めます。

で令和５年６月１日　第１３７号 小田原市社協

どんな　　　   をしているの？活動
すべての地区で
　◎一人暮らし高齢者等昼食会及び配食
　◎世代間交流事業
　◎いきいき健康事業（高齢者の介護予防教室）
　◎「きずなチーム」などによる見守り活動
市社協が地区社協で取り組んでいただきたいものとして

位置付け、各地域にあったスタイルで実施されています。

地区の実情に応じて
　○サロン活動
○生活応援隊活動（ゴミ出しなど、生活上のちょっと　

　　したお手伝い）
　○地域福祉コーディネーター活動（地区社協の運営、
　　サロン、生活応援隊の推進役としても活躍）
　○敬老会の主催・協力
　○交通安全指導・青少年育成・子育て支援  など

地区の実情に応じて取り組まれ、地区社協会長、自治会長、

民生委員児童委員をはじめとする各種団体の連携のもと、

きめ細かな対応が皆さんの安心感を支えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種団体や活動に関心のある人な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど、地域住民の皆さんによる活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。構成員は地区によって違い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ますが、左の表のとおり多くの人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が参画しています。

26 地区社協役員（理事・評議員・監事等）就任状況（令和４年度）

役職・団体名 人数

自治会長（副会長等も含む） 325 
民生委員児童委員 ( 主任児童委員も含む） 304 
地区ボランティア 93 
活動経験者（元自治会長、元民生委員等） 52
子育て支援・青少年育成関係 50 
健康普及員 46
公民館長 41 
老人クラブ 40 
防災・防犯関係 37
体育振興会 33
交通安全・環境美化関係 33 
婦人会（部） 31
学校関係者（幼稚園も含む） 24
子ども会 19
地域福祉コーディネーター 18
福祉施設・団体 14
保護司 9
その他 29

合計人数 1,198

どんな　　 が活動をしているの？人

リズム体操で身も心も元気になるサロン
（十字地区）

私たちが暮らしている地域には、いろいろな団体が住みよい地域

づくりをめざして、さまざまな活動を行っています。

このような活動をより効果的に進めることを目的に、本市では、

地域内の諸団体の参加による地区社会福祉協議会（地区社協）

が市内 26 地区の自治会連合会を単位に組織され、援護が必要な

お年寄りへの支援や、お子さんの健全育成のための世代間交流事業

など、住民の皆さんによる福祉活動が行われています。

社協会費はそのための貴重な財源として活用されています。

いきいき健康事業でボッチャを体験（富水地区）

草むしりをすることが困難な人のお宅を
支援する生活応援隊（足柄地区）

令和５年度　小田原市社会福祉協議会

重点目標と予算重点目標と予算 小田原市社会福祉協小田原市社会福祉協議会では、住み慣れたまちで

誰もが安心して暮らすもが安心して暮らすことができる「福祉のまち

づくり」をめざして各種り」をめざして各種事業に取り組んでいます。

本号では今年度の重本号では今年度の重点目標と予算を紹介します。

共同募金配分金
2,545 万 8千円 (6.6%)

・地区社協活動費 ・ボランティアセンター事業費
・年末たすけあい配分事業費…高齢者・障がい者団体、

　　父子世帯、子育てグループ などへの支援

・福祉団体助成　　・広報事業費
・その他、法人等運営費

社協会費
2,363 万円 (6.1%)
・地区社協活動費…サロン活動、世代間交流事業、

　　　　　　　　　　生活応援隊活動など

・地区社協全般の運営費

寄付金
294 万 5千円 (0.8%)
・市民福祉基金…地域福祉活動に活用

・交通遺児援護基金…遺児世帯へ見舞金などを贈呈

・ボランティアセンター            …ボランティア活動・福祉機器に活用

その他の財源
5,912 万 4千円 (15.4%)

・利用者負担金（食の自立支援事業など）
・繰越金　・予備費など

8,372

・法人全体人件費
・ふらっと城山管理費
・地区社協活動費…26 地区の見守り活動など

市補助金
9,423 万 7千円 (24.6%)

平成 20 年度から開催
している地域福祉コー
ディネーター養成研修会
を受講された人たちの
交流会での集合写真

さまざまな立場の人が
生活応援隊、サロンの
運営や広報活動などに
携わっていただくことで
本市の地域福祉活動が
進められています。

県社協・市受託金
8,788 万 1千円 (22.9%)

・市受託事業運営費…いきいき健康事業、配食サービス

　　多機関と連携した相談支援事業（福祉まるごと相談など）

　　成年後見制度を進める業務など

・県社協受託事業運営費…日常生活自立支援事業、

     生活福祉資金貸付事業など

上のイラストは地域福祉活動計画の表紙
です。絵は中島保育園児、文字は各種
団体の役員や障がいのある人によるもの
で、あらゆる立場の人がつながることを
イメージしています。

・介護サービスセンター運営費…ケアプラン作成

　　　　　　　　　　　　　　　　   ヘルパー派遣事業

・介護関係職員人件費…職員、登録ヘルパー賃金

介護保険・障害福祉サービス
9,045 万 4千円 (23.6%)



ホームページは 小田原市社協 で 　　令和５年６月１日　第１３７号

どうもありがとうございました　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（令和 5 年 1 月 26 日～ 4 月 20 日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

お名前（敬称略） 金　　額

中央労働金庫小田原支店推進幹事会 62,700 円
鈴木智惠子 3,557 円
松井昭二 2,000 円
磯崎　曻 37,518 円
学校前２組 1,542 円
ボランティアセンター募金箱（令和４年度分） 17,785 円
匿　名（１件） 30,000 円

合　　　　　　計 155,102 円

お名前（敬称略） 品　　物

小田原友の会 タオル類
佐藤　勝 タオル
竹内 タオル
中央労働金庫小田原支店推進幹事会 米
国際ソロプチミスト小田原 タオル
報徳食品支援センター 食料品
鈴木智惠子 食料品
島野慶子・山本優子 洗剤、食料品
藤田久江 紙パンツ
落合優美 シュシュ、雑巾
小林　茂 タオル、敷きパッド、ティッシュ
波多野明夫 紙オムツ

匿　名（16件）

車イス、ポータブルトイレ
シャワーチェア、紙オムツ
マスク、タオル、布団
食料品、衣類、碁盤、ぬい
ぐるみ、日用品、ランドセル

お名前（敬称略） 金　　額

一般社団法人生命保険協会神奈川県協会 100,000 円
石井艶子 10,000 円

合　　　　　　計 110,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

神奈川県中古自動車販売商工組合 200,609 円
株式会社杉之間 20,000 円
有限会社ヒューズ　和光保険 15,300 円
匿　名（２件） 52,000 円

合　　　　　　計 287,909 円

各種寄付金品については、寄付者のご意向に沿い、目的にあった運用

　及び活用をさせていただいています。

　　　　　　　　　　　　　　　（令和 5 年 1 月 26 日～ 4 月 20 日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

夏休みにいろいろな体験をして、福祉について考えてみる

体験学習です。

★対　象　小学校５年生から大学生まで

★費　用　１３円（保険料）

★申込み　７月３日（月）から　

　　　　　☎ (35)4000 で受付　※先着順

★日程・内容

　（新型コロナウイルス感染症の状況で変更になる場合があります）

　　　　

お年寄りや障がいのある人たちと一緒に過ごしたり、施設で働く介護・相談員

など専門職の人たちと交流を深めたりしながら、福祉について考えてみましょう。

★対　象　小学校５年生以上（施設によって異なります）

★費　用　１３円（保険料）

★申込み　７月３日（月）から　☎ (35)4000 で受付　※先着順

★日程・内容（新型コロナウイルス感染症の状況で変更になる場合があります）

福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと
市社協からのご案内市社協からのご案内

小田原市社会福祉協議会   
TEL ＆ FAX

○法人全体　　

○福祉まるごと相談事業　　

○成年後見支援センター

○ケアプラン作成

○ホームヘルパー派遣　　

　　
TEL ３５－４０００   

     FAX ３５－６９０２

TEL ３５－４０２０   
     FAX ３５－６９０２

TEL ３５－７７７０   
     FAX ３５－７７７１

TEL ３５－８１７０   
     FAX ３２－４１３９

　　
TEL ３５－８１４３  

     FAX ３２－４１３９

福祉施設体験学習福祉施設体験学習

日　　時 施　　設　　名 定員 対　　象

7 月 27 日（木）
小田原市障害児通園施設（本園・分園）

「つくしんぼ教室」
６名

小学５年生から

中学生まで

８月　２日（水）
潤生園在宅介護総合センター

「れんげの里」
６名 小学５年生以上

　※１名につき一つの体験をお選びください。

　　複数の体験を希望される場合は、ご相談に応じます。

期　　日 体験内容 定員

7 月 25 日（火）
こころのバリアをとりのぞく

「車イス体験＆高齢者疑似体験」
10 名

８月　１日（火）
目と目で伝え合い、学び合う

「手話体験講座」
20 名

８月　８日（火）
災害時の避難生活を快適にするコツ

「ダンボールベッドを作ってみよう」
15 名

★時　間　午前１０時から正午まで

★会　場　おだわら総合医療福祉会館

　※駐車場はありません。お車でお越しいただく場合は、周辺

　　の有料駐車場をご利用ください。

　※１名につき一つの体験をお選びください。

　　複数の体験を希望される場合は、ご相談に応じます。

夏休み福祉体験学習夏休み福祉体験学習


